
 1. コップ A（500ml）を満杯にする。 
 2. コップ A からコップ B（300ml）が満杯になるまで注ぐ。→ A に 200ml残る。 
 3. コップ B の中身を捨てる。 
 4. コップ A に残った 200mlをコップ B へ移す。→ B に 200ml。 
 5. コップ A（500ml）を再び満杯にする。 
 6. コップ A からコップ B が満杯（300ml）になるまで注ぐ（B は 200→300になるので
100mlだけ入る）。 
 → コップ A には 500－100＝400ml 残る。 
 
これでコップ A に 400mlできあがり！ 
ポイントは「水差しパズル」の基本ルール： 
 • できる量は、コップの容量の 最大公約数(GCD) の倍数しか作れません。 
 • 今回の容量は 500 と 350。 
 • 最大公約数は 50。 
※400ml は 50×8 なので条件的にはOK。 
1. 500ml コップを満杯にする（A=500, B=0 ）。 
 2. A→B へ注ぐ（B が満杯 350になるまで）。→ A=150, B=350 。 
 3. B を空にする。→ A=150, B=0 。 
 4. A→B へ移す。→ A=0, B=150 。 
 5. A を再び満杯にする。→ A=500, B=150 。 
 6. A→B へ注ぐ（B が満杯 350になるまで 200ml入る）。→ A=300, B=350 。 
 7. B を空にする。→ A=300, B=0 。 
 8. A→B へ移す。→ A=0, B=300 。 
 9. A を満杯にする。→ A=500, B=300 。 
 10. A→B へ注ぐ（B が満杯になるまで 50ml入る）。→ A=450, B=350 。 
 11. B を空にする。→ A=450, B=0 。 
 12. A→B へ注ぐ（B に 350入る）。→ A=100, B=350 。 
 13. B を空にする。→ A=100, B=0 。 
 14. A→B へ注ぐ。→ A=0, B=100 。 
 15. A を満杯にする。→ A=500, B=100 。 
 16. A→B へ注ぐ（B が満杯になるまで 250ml入る）。→ A=250, B=350 。 
 17. B を空にする。→ A=250, B=0 。 
 18. A→B へ注ぐ。→ A=0, B=250 。 
 19. A を満杯にする。→ A=500, B=250 。 
 20. A→B へ注ぐ（B が満杯になるまで 100ml入る）。→ A=400, B=350  


